
行 政 視 察 報 告 書 

 

令和 元年  8 月  21 日 

 

会 派 名 江南クラブ       

会派代表者  牧野圭佑       

（参加者：稲山 明敏  宮地 友治  片山 裕之） 

行政視察の結果について、次のとおり報告します。 

 

   

年 月 日 令和   元 年   8 月  21 日（水） 

視察時間 9:00～11:00 

視 察 先  愛知県大府市 

視察項目  学校の水泳の授業での民間プール利用について 

 

   



 

行 政 視 察 報 告 書 
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視察項目  学校の水泳の授業での民間プール利用について 

■目的 

江南市の学校における水泳授業の民間プール利用に向けて、先進地の取り組みを勉

強。 

 

■内容 

〇学校プールの老朽化対策の中で、民間プールに授業を委託することを検討し、実

施。コスト面、水泳指導面においてメリットあり。 

今後、学校プールを解体して駐車場を整備し、校地外に借りている駐車場を返却す

る予定。 

 

◆現状 

〇学校から民間プールまでの距離 750ｍ、徒歩 9 分、歩行者専用道路が整備されて

おり、安全に移動ができている。 

〇指導者の人数は引率の先生と民間プール指導員 2名。 

〇プール授業個別の保険加入はしていない。 

〇移動時間も含め、1・2限目（8:45～10:25）を利用。 

〇5 月～10 月の火曜日から金曜日の 8:45 から 10:25 まで小学校の水泳授業のみで

使用（完全貸し切り） 

〇水泳授業時間は通常の年間 10 コマではなく 8 コマで実施（天候に左右されない

ため） 

 

◆課題 

〇大府市には 9 小学校、4 中学校を設置しており、市内に民間プールが 3 箇所、公

営プールが 1箇所ありますが、すべての民間プールと契約できたとしても、キャパ

の問題ですべての小中学校が民間プールを利用することができない 

〇民間プールまでの移動がバスによる移動となると、バス借上料が必要となり、大

きなコスト増となる。 



◆ データ 

大府市立石ヶ瀬小学校 全校生徒数 約 1000 名 

民間プール事業者：スイムクラブ大府 

契約料：年契約 500 万円（1名あたり年間 8 コマで約 5,000 円） 

※ 5 月～10 月の期間のみ使用 

 

 

■所感 

〇水泳指導面、屋内プールの為季節や天候に左右されることなく授業ができる面に

おいてメリットあり、コスト面においては移動コストも含めて学校プールを利用し

続けるコストとの比較をすることが重要。 

〇江南市近郊の民間プール事業者が前向きに検討してくれたとしても市内の全小

学校が利用することは難しいのではないか。 

〇中学校はクラブ活動があるので、難しいのではないか。 

 

 


